
議
案
第
二
十
八
号

三
朝
町
用
品
調
達
等
集
中
管
理
基
金
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
三
朝
町
用
品
調
達
等
集
中
管
理
基
金
条
例
を
設
定
す
る
と
と
に
つ
い
て
'
地
方
自
治
法
(
侶

和
二
十
二
年
法
律
竺
ハ
十
七
号
)
第
九
十
六
条
第
1
項
の
規
定
に
よ
｡
'
本
議
会
の
親
決
を
求
め
る
｡

昭
和
六
十
l
年
三
月
十
日

三

　

朝

　

町

　

長

　

　

安

　

田

　

真

一

郎

讐
大
要
参
目
せ
弐
日
　
承
寮
可
決三

朝
町
畿
食
常
長
名
鑑
鼻
由



EH

三
朝
町
条
例
第

早

.
 
-
.
T
-

三
朝
町
用
品
調
達
等
集
中
管
理
基
金
条
例

(

設

置

)

盲
妄
　
用
品
の
集
中
購
賞
を
実
施
す
る
こ
と
に
ょ
｡
､
用
品
の
砺
得
及
び
管
理
に
関
す
る
事
務
を
円
滑
か

↑

つ
･
,
効
率
的
に
行
う
た
め
,
用
品
調
達
等
集
中
管
理
基
金
(
以
↑
｢
基
金
｣
と
い
う
｡
)
を
設
置
す
る
･
｡

(
基
金
の
額
)

第
二
粂
　
基
金
の
額
は
'
1
千
万
円
と
す
る
｡
J

(
用
品
の
種
類
等
)

･
第
三
粂
　
用
品
の
撞
類
及
び
事
務
の
範
商
は
'
町
長
が
別
に
定
め
る
｡

(
用
品
の
購
入
計
.
画
)

第
四
粂
　
町
長
は
↓
事
務
叉
は
,
事
業
や
予
定
を
勘
案
し
,
適
正
′
な
/
用
品
の
購
入
計
画
を
立
て
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
｡

●

(
用
品
の
一
払
出
価
格
)

第
五
集
　
村
晶
の
払
出
価
格
は
,
高
価
を
こ
え
な
い
範
韓
内
に
お
い
で
'
示
長
が
定
め
る
｡



(
基
金
に
属
す
る
現
金
の
過
不
足
額
の
整
理
)

第
六
粂
　
用
品
の
砺
得
価
格
と
前
条
の
規
定
に
よ
る
払
出
価
格
に
差
額
か
あ
る
E
た
め
十
基
金
に
属
す
る
現
金

に
過
不
足
額
を
生
じ
た
と
き
は
､
そ
の
過
不
足
額
は
､
,
1
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
整
理
す

●

る
も
の
と
す
る
｡

(
委
　
任
)

.
第
七
粂
　
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
,
.
基
金
の
管
理
に
施
し
;
必
要
な
事
項
は
,
町
長
が
別
に
定
め

る
｡

附

　

則

こ

の

条

例

は

､

昭

和

六

十

1

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

｡

)L　,


